
　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
の
対
応
、

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

営
業
活
動
な
ど
、
非
接
触
・
非
対
面

の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
始

め
た
。
当
所
が
実
施
し
た
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
企

業
活
動
へ
の
影
響
調
査
」
で
も
約
３

割
の
企
業
が
「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
」

の
取
り
組
み
と
し
て
「
業
務
・
サ
ー

ビ
ス
の
Ｉ
Ｔ
化
」
を
行
っ
て
い
る
、

あ
る
い
は
検
討
し
て
い
る
と
回
答
し

た
（
左
下
グ
ラ
フ
）。

　

ま
た
、
気
象
災
害
の
激
甚
化
の
引

き
金
と
な
っ
て
い
る
気
候
変
動
に
対

応
す
る
取
り
組
み
も
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

２
０
２
１
年
１
月
時
点
で
１
２
５
の

国
と
地
域
が
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
削
減
を
目
標
と
す
る
「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
実
現
を
表

明
。
国
内
に
お
い
て
は
、
菅
総
理
が

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
を
宣
言
し
た
。
２
０
２
０
年
10

月
の
臨
時
国
会
の
所
信
表
明
演
説
で

は
「
温
暖
化
へ
の
対
応
は
経
済
成
長

の
制
約
で
は
な
く
、
積
極
的
に
温
暖

化
対
策
を
行
う
こ
と
が
、
産
業
構
造

や
経
済
社
会
の
変
革
を
も
た
ら
し
、

大
き
な
成
長
に
つ
な
が
る
と
い
う
発

想
の
転
換
が
必
要
」
と
述
べ
、
今
後

は
社
会
全
体
で
経
済
成
長
と
気
候
変

動
へ
の
対
応
と
の
両
立
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
テ
ク
ノ
フ
ェ

ア
に
出
展
す
る
企
業
の
中
か
ら
３
社

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
働
き
方
や
普

段
の
暮
ら
し
方
、
さ
ら
に
は
考
え
方

が
大
き
く
変
革
す
る
中
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
支
え
る
「
未
来
の
技
術
」

と
な
り
得
る
技
術
・
商
品
を
取
材
し

た
。

特
集

変革期を生き抜く新技術

産学官の技術連携を目的とした「北陸技術交流テクノフェア」が、10 月 21 日㈭・22 日㈮の２日間に亘
り開催される。本フェアの目玉となる特別企画展では、非接触・非対面技術などの最新技術をはじめとす
るコロナ対策技術とカーボンニュートラル・脱炭素社会に向けたエネルギー関連技術を持つ１５社が出展
する。

テクノロジーが創る
これからの「普通」

「ウィズ・コロナ」の観点で行っている(検討している）取り組み（上位5項目）

経費削減

借入による資金確保

新製品・サービスの開発

三密回避やアクリル板
設置等の職場環境の改善

業務・サービスの IT 化
（テレワーク・IoT 導入等）

BCPを策定していない
78.2％

0（%） 10 20 30 40 50 6060

52.9%

45.1%

32.4%

27.2%

15.0%

［出典］福井商工会議所「第 4 回　新型コロナウイルス感染拡大による企業活動への影響調査」



被
害
状
況
を
迅
速
に
把
握
し

本
部
に
伝
達

㈱
エ
ヌ
エ
ー
・
シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役

大
橋　

浩
志　

氏

　

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
過
去
10
年

間(

平
成
21
年
～
平
成
30
年)

に
97
％
以

上
の
市
町
村
で
水
害
・
土
砂
災
害
が
発
生

し
て
い
る
。
近
年
で
は
、
激
甚
化
す
る
台

風
な
ど
に
よ
る
大
規
模
災
害
が
頻
発
し
、

本
県
に
お
い
て
も
今
年
７
月
の
大
雨
の
影

響
に
よ
り
、
多
く
の
被
害
が
出
る
な
ど
、

猛
威
を
振
る
う
水
害
の
発
生
は
決
し
て
珍

し
い
事
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
、
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
や

生
産
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
温
度
、
圧
力
、
速

度
な
ど
情
報
を
表
示
・
記
録
す
る
計
装
盤
、

制
御
盤
、
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
や
作
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
開
発
に
取
り
組
む
㈱
エ

ヌ
エ
ー
・
シ
ス
テ
ム
は
、
移
動
型
災
害
情

報
通
信
キ
ッ
ト
「
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
」
を
開

発
し
た
。

　

同
製
品
開
発
の
発
端
は
、
数
年
前
に
西

日
本
で
発
生
し
た
水
害
の
報
道
を
大
橋

社
長
が
目
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。

「
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
損
壊
し
た
現
場
に
オ

フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
駆
け
つ
け
、
現
場
の

状
況
を
伝
え
て
い
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ

て
い
た
」
と
、
大
橋
社
長
は
当
時
の
様
子

を
振
り
返
る
。
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

被
災
地
の
状
況
を
早
期
に
把
握
す
る
こ
と

は
、
官
公
庁
に
と
っ
て
重
要
な
任
務
で
あ

り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
得
ら
れ
る
情
報
を

基
に
、
現
場
に
投
入
す
る
リ
ソ
ー
ス
や
講

じ
る
べ
き
対
策
を
即
座
に
判
断
し
て
い

る
。
し
か
し
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
寸
断
さ

れ
る
こ
と
で
現
場
に
た
ど
り
着
け
な
い
状

況
や
、
通
信
環
境
が
劣
悪
な
た
め
情
報
を

迅
速
か
つ
正
確
に
伝
達
す
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

陥
っ
た
際
に
活
用
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る

製
品
が
同
社
の
「
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
」
で
あ

る
。

　

同
製
品
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
、
温

度
・
湿
度
計
、
風
向
計
の
ほ
か
、
電
源

確
保
が
困
難
な
現
場
に
お
け
る
継
続
的

な
デ
ー
タ
送
信
を
想
定
し
、
12
ボ
ル
ト

の
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
を
搭
載
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
遠
隔
操
作
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
本
部
が
必
要
と
判
断
し
た
情
報
を
即

時
、
自
由
自
在
に
収
集
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
現
場
に
駆
け
付
け
た
作
業
員
が

二
次
被
害
の
危
険
性
の
あ
る
場
所
か
ら
離

れ
て
操
作
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
ま
た
、

デ
ー
タ
の
送
信
に
は
幅
広
い
エ
リ
ア
を
カ

バ
ー
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
４
Ｇ
回
線
を

使
用
し
て
お
り
、
山
地
な
ど
で
発
生
し
た

災
害
の
際
に
も
安
定
し
た
通
信
を
維
持
で

き
る
。
大
橋
社
長
が
最
も
重
視
し
た
の
は

可
搬
性
で
、
成
人
男
性
が
一
人
で
持
ち
運

び
で
き
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
荷
台
に
取
り
付

け
て
も
走
行
す
る
際
に
車
体
が
安
定
す
る

よ
う
、
総
重
量
を
22
ｋ
ｇ
に
収
め
た
。

　

大
橋
社
長
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、「
高

速
通
信
の
実
現
」「
遠
隔
操
作
技
術
を
活

用
し
た
情
報
収
集
の
無
人
化
」「
可
搬
性

の
向
上
」
の
３
つ
を
掲
げ
る
。「
４
Ｇ
回

線
で
は
、
ど
う
し
て
も
１
秒
前
後
の
遅
延

が
生
じ
る
た
め
、
５
Ｇ
通
信
に
対
応
す
る

こ
と
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
通
信
体
制
を
確

立
し
た
い
。
情
報
収
集
の
無
人
化
に
関
し

て
は
、
当
社
の
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
の
技

術
と
ド
ロ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
り
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
小
型
・

軽
量
化
に
も
注
力
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

可
搬
性
の
高
さ
を
追
求
し
て
い
く
」
と
こ

れ
か
ら
も
更
な
る
改
善
、
改
良
に
取
り
組

む
。

　

今
回
の
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
で
は
、「
Ｄ
Ｉ

Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
」
の
性
能
向
上
の
糸
口
を
掴
む

た
め
、
技
術
協
力
や
ア
イ
デ
ア
を
提
案
い

た
だ
け
る
企
業
と
の
有
益
な
情
報
交
換
に

臨
む
。

INTERVIE W
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12V のシールドバッテリー内蔵により、6 時間以上のデータ送信を可能としている。



地
球
の
「
未
来
」
を
変
え
る

究
極
の
エ
コ
カ
ー

福
井
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

新
車
企
画
課　

担
当
課
長

原　

章　

氏

　

 

　

福
井
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
は
、
昨
年
12
月

に
販
売
を
開
始
し
た
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
を

出
品
す
る
。
同
製
品
は
、
水
素
と
酸
素
を

燃
料
電
池
に
取
り
込
み
電
気
を
生
成
し
て

走
行
す
る
燃
料
電
池
自
動
車（
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
）

で
、
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出
が
走
行
時
は
ゼ
ロ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」
実
現
の
一
端
を
担
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

走
行
時
に
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
「
Ｃ
＋
Ｐ
ｏ
ｄ
」
を

既
に
販
売
し
て
い
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

が
、
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
の
普
及
を
進
め
る
理
由
は

何
な
の
か
。
同
社
の
試
算
で
は
、
国
内

に
お
け
る
年
間
の
乗
用
車
販
売
台
数
約

４
０
０
万
台
、
保
有
台
数
約
６
２
０
０
万

台
す
べ
て
が
Ｅ
Ｖ
に
置
き
換
わ
っ
た
場

合
、
電
力
ピ
ー
ク
時
の
発
電
能
力
を
10
～

15
％
増
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
火
力
発

電
所
20
基
程
度
に
相
当
す
る
電
力
が
必
要

と
推
計
す
る
。
原
氏
は
、「
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
量
抑
制
を
目
的
に
使
用
す
る
は
ず
が
、

動
力
確
保
の
た
め
に
余
計
な
Ｃ
Ｏ
２
を
排

出
し
て
い
て
は
本
末
転
倒
だ
。
し
た
が
っ

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
車
両
を
の
一
つ
に

Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
を
取
り
揃
え
る
こ
と
で
、
真
の

脱
炭
素
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
語

る
。

　
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
は
、
燃
料
電
池
の
改

良
に
よ
り
航
続
可
能
距
離
を
最
大
８
５
０

キ
ロ
に
引
き
上
げ
、
燃
料
の
充
填
時
間
を

約
３
分
に
短
縮
さ
せ
た
。
こ
れ
は
ガ
ソ
リ

ン
車
の
性
能
と
同
等
で
あ
る
。
ま
た
、
実

際
の
交
通
状
況
を
基
に
適
切
な
車
線
変
更

や
追
い
越
し
な
ど
を
ア
シ
ス
ト
す
る
高
度

運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
の
搭
載
や
、
発
電
の

際
に
取
り
込
む
空
気
を
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ろ

過
し
浄
化
し
て
排
出
す
る
機
能
な
ど
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
最
先
端
技
術
を
余
す
こ
と

な
く
活
用
し
て
い
る
。

　

原
氏
は
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
の
課
題
に
つ
い
て

「
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
遅
れ
が
普
及
を
妨
げ
て
い

る
」
と
現
状
を
分
析
す
る
。
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
は
２
０
２
１
年
６
月
時
点

で
全
国
１
４
７
か
所
、
県
内
で
は
１
か
所

に
留
ま
っ
て
お
り
、
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
に
触
れ
る

機
会
は
非
常
に
稀
だ
。
原
氏
は
、「
既
に

東
京
都
内
で
は
路
線
バ
ス
に
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
が

採
用
さ
れ
実
用
化
が
進
ん
で
い
る
。
都
市

部
で
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
設
も
進
ん
で

き
て
い
る
た
め
、
徐
々
に
地
方
に
普
及
し

て
い
く
だ
ろ
う
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

遠
隔
接
客
シ
ス
テ
ム
の
活
用
で

サ
ー
ビ
ス
業
の
働
き
方
改
革
を
実
現

タ
イ
ム
リ
ー
プ
㈱

代
表
取
締
役

望
月　

亮
輔　

氏
　
　

　

東
京
都
に
本
社
を
置
く
創
業
３
年
目
の

タ
イ
ム
リ
ー
プ
㈱
は
、
遠
隔
接
客
サ
ー
ビ

ス
「
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
を
出
展
す
る
。

性能だけでなく外装のデザインにもこだわり、高級セダンとしての存在感を放つ。
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0  2

INTERVIE W

0  3



　

２
０
１
８
年
に
㈱
パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究

所
と
中
央
大
学
が
実
施
し
た
「
労
働
市

場
の
未
来
推
計
２
０
３
０
」
に
よ
れ
ば
、

２
０
３
０
年
に
サ
ー
ビ
ス
業
で
４
０
０
万

人
の
人
手
不
足
が
生
じ
る
と
推
計
し
た
。

人
手
不
足
は
、
さ
ら
な
る
採
用
難
や
人
件

費
の
高
騰
を
引
き
起
こ
し
、
最
終
的
に
は

店
舗
の
存
続
危
機
に
陥
る
可
能
性
が
あ

る
。
望
月
社
長
は
以
前
、
ロ
ボ
ッ
ト
専
門

メ
デ
ィ
ア
の
編
集
長
を
務
め
た
経
験
が
あ

り
、
人
手
不
足
に
苦
慮
す
る
多
く
の
接
客

業
を
取
材
し
て
き
た
。
望
月
社
長
は
、「
接

客
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
企
業
側
が
ロ

ボ
ッ
ト
に
求
め
る
接
客
の
質
と
実
際
の
接

客
の
質
が
、
か
い
離
す
る
事
実
を
目
の
当

た
り
に
し
た
。
そ
こ
で
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
技

術
を
駆
使
し
、
複
数
店
舗
の
接
客
対
応
を

可
能
と
す
る
製
品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
よ
り
少
額
な
コ
ス
ト
で
人

手
不
足
を
解
決
で
き
る
と
考
え
た
」
と
当

時
を
振
り
返
り
、
タ
イ
ム
リ
ー
プ
㈱
設
立

と
「
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
の
開
発
秘
話
を
語
っ
て

く
れ
た
。

　

同
製
品
は
、
少
人
数
で
多
拠
点
の
接
客

を
可
能
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
複
数
店
舗
の
映
像
が
一
つ
の
モ
ニ

タ
ー
に
集
約
し
て
表
示
さ
れ
る
が
、
カ
メ

ラ
が
来
店
者
を
検
知
す
る
と
ア
ラ
ー
ム
が

鳴
動
す
る
仕
組
み
で
、
常
時
モ
ニ
タ
ー
を

監
視
す
る
必
要
は
無
い
。ま
た
、ア
バ
タ
ー

や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
た
ユ
ニ
ー
ク
な

接
客
を
き
っ
か
け
に
、
遠
隔
で
も
来
店
客

と
の
精
神
的
な
距
離
を
縮
め
る
こ
と
も
可

能
だ
。

　

望
月
社
長
は
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
ス

タ
ッ
フ
が
「『
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ａ
』
を
活
用
し
て

複
数
店
舗
に
わ
た
っ
て
接
客
で
き
れ
ば
、

人
手
不
足
の
解
決
の
み
な
ら
ず
、
専
門
人

材
の
採
用
に
か
か
る
費
用
の
削
減
や
接
客

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
」
と
、

サ
ー
ビ
ス
業
が
抱
え
る
課
題
解
決
へ
の
自

信
を
見
せ
る
。
既
に
、
全
国
各
地
の
病
院

や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
、
不
動
産
会
社
な
ど
で

導
入
実
績
が
あ
り
、「
実
際
の
運
用
で
蓄

積
し
た
接
客
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
ス
タ
ッ

フ
の
負
荷
軽
減
や
淡
泊
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
が
ち
な
遠
隔
接
客
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
青
写
真
を
描

い
て
い
る
。

　

非
接
触
・
非
対
面
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
後

押
し
す
る
製
品
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
に
向
け
た
技
術
開
発
が
加
速
し
て

お
り
、
変
革
を
遂
げ
る
社
会
の
課
題
解
決

に
期
待
が
か
か
る
。
変
革
は
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
を
も
た
ら
し
、
そ
の
獲
得
は
新
た
な

事
業
、
発
展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

今
年
の
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
は
、（
一
社
）

日
本
展
示
会
協
会
が
公
開
し
て
い
る
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
従
い
、
２
年
ぶ
り
に
福
井

県
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。
対
面
式
の

展
示
商
談
会
は
、
出
展
者
か
ら
製
品
・
技

術
に
対
す
る
想
い
や
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト

を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会

だ
。
是
非
、
本
フ
ェ
ア
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
出
展
者
と
活
発
な
意
見
・
情
報
交
換

を
行
う
こ
と
で
、
今
後
の
技
術
開
発
や
自

社
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
糸
口
を
掴
ん

で
ほ
し
い
。

接客スタッフは専用画面で各店舗の状況を確認できる。

北陸技術交流テクノフェア2021
新型コロナウイルス感染症対策について

 ↑詳細はホームページをチェック！

積
極
的
な
意
見
・
情
報
交
換
が

ビ
ジ
ネ
ス
の
出
発
点


